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なかよしこども園の園児たち



月5 臨時会

月6 定例会

6月定例会が6月16日から19日の4日間開催され、一般会計と特別会計の7つの補正予算と、条例に関する6議
案、その他1議案、計14議案が提出され、全議案可決されました。
なお、5月1日、12日に臨時会が開会され、うち5月1日の令和2年第2回臨時会においては、主に新型コロナ

ウイルス感染症（以下：新型コロナ）拡大による、生活経済バックアップ事業等、今後の対応に向けた予算とし
て3億3,624万8千円の専決を承認しました。

一般会計補正予算 1億3,560万7千円の追加

定例会で提案された議案
議案

第39号

令和2年度 池田町一般会計補正予算（第3号）
…人件費の調整及び各種事業費1億3,306万6千円を
追加し、総額を37億2,408万9千円に

議案
第40号

令和2年度 池田町国民健康保険特別会計補正予算（第1号）
…新型コロナ対策における傷病手当金、国保システム委託料
等に46万6千円を追加し、総額を3億2,936万6千円に

議案
第41号

令和2年度 池田町国民健康保険診療施設特別会計補
正予算（第2号）
…人件費108万円を追加し、総額を1億7,975万2千円に

議案
第42号

令和2年度 池田町簡易水道特別会計補正予算（第1号）
…人件費及び公営企業会計に向けた委託費に365万9
千円を追加し、総額を2億4,525万9千円に

議案
第43号

令和2年度 池田町下水道事業特別会計補正予算（第1号）
…主に人件費328万6千円を減額し、総額を1億8,741
万4千円に

議案
第44号

令和2年度 池田町介護保険特別会計補正予算（第1号）
…主に人件費701万8千円を減額し、総額を4億2,068
万2千円に

議案
第45号

池田町木活・木育振興施設の設置及び管理に関する条
例の制定について
…新たに運用を開始する、通称「WoodLABO」（ウッドラ
ボ）に関する条例

議案
第46号

池田町国民健康保険税条例の一部改正について
…新型コロナの影響により、一定の収入減の被保険者を
対象に保険税の減免規程の追加

議案
第47号

池田町介護保険条例の一部改正について
…新型コロナの影響により、一定の収入減の被保険者を
対象に保険料の減免規程の追加

議案
第48号

池田町国民健康保険条例の一部改正について
…新型コロナにより、給与等を受けることができなくなった
被保険者に対し、傷病手当金を支給する規程の追加

議案
第49号

池田町後期高齢者医療に関する条例の一部改正について
…新型コロナにより、給与等を受けることができなくなった
被保険者に対し、傷病手当金を支給する規程の追加

議案
第50号

池田町地方創生子育て支援住宅の設置及び管理に関
する条例の一部改正について
…町所有の藪田戸建て住宅1戸を、子育て支援住宅とし
て活用するための条例の一部を改正

議案
第51号

池田町過疎地域自立促進計画の変更について
…現計画に、農産物等処理加工施設整備の項目を追加

議案
第52号

令和2年度 池田町一般会計補正予算（第4号）
…賠償請求訴訟に係る弁護士費用254万1千円を追加
し、総額を37億2,663万円に

【審議結果】全員賛成により、全議案採択

第2回臨時会（令和2年5月1日開会）

臨時会で提案された議案

議案
第29号

専決処分の承認を求めることについて
（専決第4号　池田町町税条例等の一部を改正する条例）
…地方税法等の改正に伴う未婚のひとり親に対する税制
措置、所有者不明土地に係る固定資産税の課題等へ
の対応を内容とする条例の改正

議案
第30号

専決処分の承認を求めることについて
（専決第5号　池田町国民健康保険税条例の一部を改正
する条例）
…税負担の公平の確保、低所得者層の税軽減を内容と
する地方税法等の改正に伴う条例の改正

議案
第31号

専決処分の承認を求めることについて
（専決第6号　池田町介護保険条例の一部を改正する条例）
…消費税引き上げを反映し、低所得者の保険料軽減を
内容とする介護保険法等の改正に伴う条例の改正

議案
第32号

専決処分の承認を求めることについて
（専決第7号　令和2年度池田町一般会計補正予算（第1号））
…新型コロナ対策として、備蓄用マスク、リモートワーク対
応機器購入、学校臨時休校対策としてケーブル TV学
習番組作成費として767万5千円を追加し、総額を32
億5,477万5千円に

議案
第33号

専決処分の承認を求めることについて
（専決第8号　令和2年度池田町国民健康保険診療施設
特別会計補正予算（第1号））
…新型コロナ対策として、発熱等がある外来の方々の待
合室、診察室の設置に267万2千円を追加し、総額を
1億7,867万2千円に

議案
第34号

令和2年度 池田町一般会計補正予算（第2号）
…新型コロナ拡大による、生活経済バックアップ事業の
実施対応に向け、3億3,624万8千円を追加し、総額を
35億9,102万3千円に

【審議結果】全員賛成で採択

第3回臨時会（令和2年5月12日開会）　臨時会で提案された議案
議案

第35号

池田町印鑑条例の一部改正について
…マイナンバー法に関する関係省令の名称変更に伴う
条例の改正

議案
第36号

池田町町税条例の一部改正について
…新型コロナの影響緩和を図るための地方税法等の
改正に伴う条例の改正

議案
第37号

池田町手数料徴収条例の一部改正について
…デジタル手続法の一部の施行に伴う条例の改正

議案
第38号

工事請負契約の締結について
（池田町デジタル防災行政無線整備工事）
…入札結果に基づき、契約金額3億3,000万円（うち消費
税相当額3,000万円）にて、㈱ほくつう福井支店と契約

【審議結果】全員賛成で採択

（5月1日臨時会において）
「新型コロナ拡大に伴う経済生活支援対策」
新型コロナの影響を受けている、町内企業や住民生活

を支援する、生活経済バックアップ事業を実施。
これらは、国県が実施する支援事業を考慮し、池田町の
地域情勢や現行補助制度など見極め検討を加えたもので
あり、今後は感染拡大の状況や、社会経済の情勢の変化推
移によっては、2次、3次の支援策も講じる必要がある。

（6月16日定例会において）
「池田中学校での自死事件について」
池田中学校での生徒自死事件における損害賠償請求訴
訟が提訴されました。あらためて亡くなられた生徒のご
冥福と共に、ご家族の皆様に哀悼の誠を捧げるとともに、
今後の訴訟に対しても誠実丁寧に臨む所存である。

「新型コロナ対策に伴う
経済生活支援実施状況」

国の事業：特別定額給付金事業 （1人10万円）

5月28日より支給を開始し、6月15日時点で対象世帯数
924世帯のうち、未申請世帯数31件となっている。
町としては、未申請世帯への再案内とともに世帯の状
況に応じた申請の援助を実施していく。（7月3日時点での
未申請世帯数16件）

町の事業：地域応援券支給事業 （いけだ応援券にて1人1万円分）

国の事業に準じて支給することとした地域応援券1万
円の支給事業については、国の特別定額給付金事業の申
請を基に対応を行う。
町の事業：子育てバックアップ事業 （1人3万円）

高校生までの保護者対象120名に対し、申請者数118名
を完了しており、未申請の方に再案内を行う。（6月末時点
で全対象者申請完了）
町の事業：学生仕送り応援事業 （いけだ応援券にて1人5千円分）

県外の大学等で学んでいる子どもの保護者から15件
の受付済。
町の事業：池田町商工応援金事業
現時点で、申請件数20件、申請額約232万円の受付済。

「町内大型公共事業の進捗について」
足羽川ダム建設事業（国事業）
今年度事業予算101億円にて、付替道路、水海導水トン

ネル工事、原石山の掘削、水海川分水施設のための測量設
計、そしていよいよダム本体の基礎掘削工事に着手。
冠山トンネル工事（国事業）
本年12月には、約4,800mのトンネル掘削が貫通の予定。

板垣坂バイパストンネル工事（県事業）
池田側工区は5月22日からトンネル掘削工事が開始さ

れ、越前市側工区については6月2日に入札公告がなされ、
今後トンネルの掘削が開始される。
白粟バイパストンネル工事（県事業）
現在整備中の迂回路工事が完了次第、トンネル工事に
着手の予定

町長施政方針
及び諸事の報告

主 事 業な

（5月1日臨時会において :
 主に新型コロナウイルス感染症拡大に伴う支援事業等）
○地域応援券支給事業……………………… 2,500万円
○学生仕送り応援事業…………………………… 50万円
○特別定額給付金事業…………………… 2億5千万円
○子育て世帯臨時特別給付金事業………………200万円
○池田町商工事業応援金…………………… 4,400万円
○子育てバックアップ支援事業……………………690万円
○池田町診療所に発熱等外来診察室（ほっと診察室）の
	 設置費……………………………………… 267万2千円

（6月定例会において）
○高齢者の高度安全運転装置付自動車購入補助金
	 …………………………………………… 400万円の追加
○農産物等処理加工施設整備補助金……… 3,222万円
○旧清水谷トンネルを利用した、
	 白ウド、ホワイトアスパラなどの試験栽培……… 22万円
○木活・木育振興施設「WoodLABO」（ウッドラボ）の
	 機能向上に向け…………………………………550万円
○木望の森100年プロジェクトの森林エネルギー事業調査
研究費………………………………………… 1,485万円

○志津原エリア再開発に向けた調査費… …… 1,668万円
○住み家支援事業補助金…………… 2,250万円の追加
○小中学校の夏季分散授業に対応するための
	 エアコン設置費…………………………………702万円
○児童館屋根修繕費……………………………973万円

（千円未満切捨て）
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町政に問う一般質問とは、議員が町行財政全般にわたって、
自らの意見を述べ、執行機関に見解を求めるものです。
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し
た

が
、
ど
う
活
用
す
る
の
か
。

木
望
の
森
づ
く
り
課
長
　

　

機
器
の
納
期
は
7
月
末
。
森

林
情
報
士 

（
日
本
森
林
技
術
協

会
の
資
格
認
定
に
よ
る
も
の
） 

を

任
期
付
職
員
と
し
て
採
用
し
て

お
り
、
境
界
や
材
積
調
査
な
ど

を
行
い
、
現
在
あ
る
Ｇ
Ｐ
Ｓ
シ

ス
テ
ム
と
も
連
携
し
な
が
ら
、

町
独
自
の
森
林
管
理
シ
ス
テ
ム

の
構
築
に
活
用
す
る
。

宇野  邦弘 議員

一般
質問

単
に
、「
遅
れ
を
取
り
戻
す
」と
の
発
想
で
は
、

子
ど
も
た
ち
を
追
い
込
み
か
ね
な
い

池
田
町
役
場
職
員
同
士
の
結
婚
に
伴
う

個
別
退
職
勧
奨
に
つ
い
て

町　

長
　

今
後
の
対
応
に
つ

い
て
は
、
専
門
家
の
意
見
を
踏

ま
え
て
県
教
委
や
教
育
委
員
会

が
ど
う
い
う
方
向
性
を
示
す
の

か
、
池
田
町
の
独
自
性
を
出
せ

る
も
の
な
の
か
、
関
係
者
の
皆

さ
ん
と
協
議
し
て
い
く
。

特
別
定
額
給
付
金
の
申
請
な
ど
親
身
な
援
助
を

コ
ロ
ナ
禍
の
も
と
情
勢
が
大
激
変

志
津
原
再
開
発
計
画
の
再
検
討
を

丸石  純一 議員

池
田
町
役
場
に
は
職
員
同
士

が
結
婚
し
た
際
に
、
ど
ち
ら
か

の
退
職
を
促
す
、
個
別
退
職
勧

奨
が
慣
例
と
し
て
存
在
す
る
。

２
０
１
７
年
12
月
の
一
般
質
問
で

も
あ
り
ま
し
た
が
、
定
め
や
義

務
と
し
て
残
っ
て
い
る
わ
け
で
は

な
く
、
慣
例
と
し
て
残
っ
て
い
る
。

辞
め
る
こ
と
は
、
義
務
で
は

な
い
と
し
て
い
る
退
職
を
促
す

個
別
勧
奨
は
1
度
だ
け
で
は
な

く
、
個
人
に
対
し
て
数
度
行
わ

れ
、
応
じ
る
と
退
職
金
も
増
額

さ
れ
る
。
夫
婦
で
同
じ
職
場
と

な
る
こ
と
や
、
人
事
ロ
ー
テ
ー

シ
ョ
ン
の
制
約
が
う
ま
れ
る
な
ど

の
理
由
も
わ
か
る
が
、
行
政
と

い
う
性
質
上
、
条
例
規
則
に
よ

ら
な
い
慣
例
等
を
押
し
付
け
る

の
は
問
題
が
あ
る
の
で
は
な
い
か

と
感
じ
る
。

ま
た
最
近
で
は
、
町
内
出
身

の
職
員
同
士
の
結
婚
だ
け
で
は

な
く
、
町
外
出
身
者
同
士
の
結

婚
な
ど
、
慣
例
が
で
き
た
時
代

と
、
同
じ
様
な
理
由
が
今
で
も

通
用
す
る
と
は
思
え
な
い
。
さ

ら
に
、
人
口
の
流
出
防
止
の
観

点
な
ど
か
ら
も
、
池
田
町
で
働

き
、
恋
愛
を
し
て
結
婚
す
る
こ

と
に
対
し
、
時
代
遅
れ
の
慣
例

は
撤
廃
す
べ
き
で
あ
る
。

過
去
に
退
職
勧
奨
は
ど
の
よ

う
な
理
由
で
お
こ
な
わ
れ
て

き
た
の
か

職
員
組
合
と
理
事
者
の
話
合

い
は
、
地
方
自
治
法
に
記
載
が

あ
る
よ
う
に
公
文
書
の
類
に
な

る
と
理
解
し
て
い
る
。
そ
の
資

料
の
中
で
、
自
分
が
町
長
を
し

け
た
い
と
希
望
し
た
場
合
で
も

不
利
益
な
扱
い
は
決
し
て
し
な

い
。
職
員
同
士
の
結
婚
は
可
能

で
あ
り
、
退
職
勧
奨
は
す
る

が
、
働
き
続
け
る
こ
と
は
可
能

で
あ
る
。

一般
質問

町　

長
　

職
員
組
合
と
理

事
者
の
話
合
い
に
お
い
て
こ
の

件
に
つ
い
て
は
引
き
続
き
理
解

を
求
め
て
い
き
た
い
と
い
う
趣

旨
で
発
言
し
た
と
解
釈
し
て
欲

し
い
。

て
い
る
間
は
、
変
更
で
き
な
い
と

発
言
さ
れ
て
い
る
そ
う
だ
が
、

こ
の
発
言
に
つ
い
て
の
所
見
を
伺

う
。
同
時
に
、
池
田
町
職
員
同

士
が
結
婚
し
同
じ
職
場
で
職
員

と
し
て
務
め
る
こ
と
は
可
能
か
、

可
能
で
な
い
か
を
、
同
じ
く
町

長
に
伺
う
。

副
町
長
　

慣
例
で
は
な
く
、

役
場
の
人
事
の
内
規
が
あ
り
、

私
的
に
運
用
す
る
こ
と
は
な
く

常
に
一
定
で
必
ず
勧
奨
は
行
っ

て
い
る
。

　

ま
ず
こ
の
制
度
は
前
の
町
長

の
時
代
に
て
、
議
会
の
理
解
も

頂
い
て
制
定
さ
れ
た
と
い
う
経

緯
が
あ
る
。
背
景
と
し
て
役
場

職
員
の
給
料
と
い
う
の
が
一
般

的
に
町
内
の
民
間
事
業
者
な
ど

と
比
較
し
た
場
合
、
高
い
水
準

に
な
っ
て
お
り
、
同
一
家
族
の

中
か
ら
複
数
の
者
が
そ
う
し
た

公
職
に
就
く
こ
と
に
対
し
て
、

疑
問
、
批
判
の
声
が
あ
っ
た
と

い
う
事
は
聞
い
て
い
る
。
地
方

公
務
員
法
上
、
勧
奨
制
度
に

基
づ
い
て
辞
め
る
と
い
う
事
を

強
制
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

あ
く
ま
で
も
趣
旨
を
理
解
し
て

頂
き
、
協
力
を
求
め
る
、
と
い

う
事
を
行
っ
て
き
た
。
過
去
に

強
制
感
を
持
っ
て
、
職
員
に
伝

わ
っ
た
部
分
と
い
う
の
は
あ
っ

た
か
も
し
れ
な
い
が
、
働
き
続

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
備
え
た

避
難
所
運
営
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
な
状
況
か

5
月
19
日
福
井
県
で
は
出
水

期
に
向
け
、
各
市
町
の
避
難
所

運
営
者
を
対
象
に
し
た「
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
備
え
た

避
難
所
運
営
の
手
引
き
」を
作
成

し
対
応
を
求
め
て
い
る
。

感
染
症
対
策
に
必
要
な
準
備

か
ら
避
難
所
開
設
・
運
営
ま
で

の
、
段
階
ご
と
の
対
策
を
解
説

す
る
と
と
も
に
、
住
民
へ
の
、
周

知
す
る
事
項
も
、
ま
と
め
て
い

る
。
町
と
住
民
の
十
分
な
議
論
、

防
止
策
の
徹
底
的
な
周
知
が
必

要
だ
と
感
じ
て
い
る
が
、
現
時
点

で
は
ど
の
よ
う
な
状
況
か
。

総
務
財
政
課
長
　

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
に
備
え
た
避
難
所
運
営
に
つ

い
て
、
町
の
拠
点
避
難
所
の
一
つ

で
あ
る
旧
武
生
高
校
池
田
分
校

の
校
舎
部
分
を
活
用
す
る
こ
と

を
考
え
て
い
る
。
感
染
区
域
と

非
感
染
区
域
を
分
け
た
上
で
、

感
染
の
疑
い
の
あ
る
方
と
、
他

の
避
難
者
が
接
触
し
な
い
よ
う

に
、
避
難
所
運
営
を
行
う
。
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一般質問とは、議員が町行財政
全般にわたって、自らの意見を述べ、
執行機関に見解を求めるものです。問う町政に

文教経済常任委員会（令和2年6月17日）

委員長	 副委員長
佐野和彦	 松井靖明
岩崎昭一	 宇野邦弘
宇野一正	 丸石純一疑 答質 応

松井  靖明 議員

と
危
惧
し
て
い
る
。

坂
井
市
な
ど
に
お
い
て
は
、

国
の
支
援
制
度
な
ど
を
利
用
し

た 「
Ｄ
Ｍ
Ｏ
」 

観
光
事
業
法
人
の

設
立
が
図
ら
れ
て
い
る
が
池
田

一般
質問

町
に
お
い
て
も
検
討
さ
れ
て
み

て
は
ど
う
か
。

町　

長
　

町
内
に
お
い
て
は

多
く
の
町
民
に
よ
っ
て
各
種
の

観
光
事
業
が
展
開
さ
れ
て
い
る

が
、
池
田
町
の
観
光
事
業
は
緒

に
就
い
た
所
で
あ
り
、
今
だ
脆

弱
と
い
え
る
。

　

企
画
者
、
対
外
的
な
営
業
力

な
ど
の
人
材
不
足
も
指
摘
さ
れ

て
お
り
、
点
か
ら
線
へ
、
線
か

ら
広
ま
る
面
へ
と
い
っ
た
取
組

み
が
要
請
さ
れ
て
い
る
。

　

町
と
し
て
も
観
光
事
業
法

人
、
Ｄ
Ｍ
Ｏ
に
つ
い
て
検
討
協

議
を
始
め
て
お
り
、
効
果
課
題

を
整
理
し
協
議
を
進
め
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
る
。

昭
和
50
年
代
を
は
じ
め
と

し
て
観
光
事
業
の
積
極
的
な

推
進
と
事
業
展
開
が
図
ら
れ
て

き
た
。
こ
れ
は
国
の
文
化
財
で

あ
る
水
海
の
田
楽
能
舞
を
筆
頭

に
、
日
本
の
原
風
景
で
あ
る
田

園
風
景
、
農
山
村
の
食
を
は
じ

め
と
し
た
生
活
文
化
を
観
光
資

源
と
す
る
こ
と
で
池
田
町
の
産

業
の
総
合
化
が
期
待
出
来
る
か

ら
だ
と
感
じ
る
。

現
に
平
成
26
年
に
町
民
委
員

会
よ
り
提
言
さ
れ
た 

「
農
村
観

光
中
期
実
行
計
画
」 

基
本
理
念

に
お
い
て
も 

「
当
た
り
前
の
暮

ら
し
が
舞
台
」 

と
提
案
さ
れ
て

い
る
し
、
今
年
2
月
に
町
民
談

話
会
よ
り
提
言
さ
れ
た 

「
観
光

む
ら
づ
く
り
計
画
」 

に
お
い
て

も
、
農
林
業
の
営
み
や
農
村
の

暮
ら
し
、
環
境
向
上
活
動
な
ど

今
や
世
界
規
模
で
見
直
さ
れ
て

い
る 

「
農
村
の
丁
寧
な
暮
ら
し

を
守
り
、
活
か
す
べ
き
で
あ
る
」 

と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

私
も
、
こ
れ
ら
の
提
言
に
全

面
的
に
賛
同
す
る
。

そ
し
て
今
後
、
町
の
観
光
事

業
が
各
種
産
業
や
取
り
組
み
、

物
や
こ
と
の
連
携
化
の
牽
引
役

と
し
て
町
経
済
の
向
上
、
雇
用

の
増
大
、
さ
ら
に
は
地
方
創
生

の
一
役
を
担
う
事
を
期
待
す
る
。

町　

長
　

近
年
は
見
物
し
て

遊
び
回
る
と
い
う
物
見
遊
山
か

ら
、
そ
の
土
地
そ
の
土
地
の
地

域
に
お
け
る
、
風
土
・
風
景
・

風
物
を
楽
し
む
観
光
が
見
直
さ

れ
て
き
て
い
る
。

　

こ
れ
ら
の
事
な
ど
か
ら
、
観

光
の
振
興
は
地
域
の
産
業
の
総

合
化
を
誘
発
し
、
地
方
創
生
に

も
寄
与
す
る
と
さ
れ
、
全
国
各

地
あ
る
い
は
全
世
界
に
お
い
て

取
り
組
ま
れ
て
い
る
。 

　

池
田
町
に
お
い
て
も
水
海
の

田
楽
能
舞
、
そ
し
て
日
本
の
原

風
景
と
も
い
え
る
水
田
と
集
落

が
お
り
な
す
風
景
、
さ
ら
に
は

雪
深
い
里
で
の
山
の
幸
や
、
野

の
幸
を
い
た
だ
く
工
夫
や
、
保

存
し
蓄
え
る
工
夫
や
技
術
、
働

き
者
で
信
仰
心
の
厚
い
日
々
の

暮
ら
し
、
お
祭
り
や
行
事
な
ど

を
観
光
資
源
と
し
て
取
り
組
ん

で
来
た
。

　

町
の
観
光
振
興
の
コ
ン
セ
プ

ト
、
基
礎
と
な
る
考
え
方
は
ま

さ
に
普
通
の
暮
ら
し
が
舞
台
と

な
り
、
村
づ
く
り
そ
の
も
の
と

い
え
る
と
思
う
の
で
引
き
続
き

こ
の
方
向
、
方
針
を
基
に
事
に

当
た
っ
て
い
く
。

観
光
事
業
を
強
力
に
進
め
る

た
め
に
は
現
在
の
観
光
協
会
で

の
組
織
、
事
業
体
制
で
は
事
業

の
限
界
や
対
外
的
な
不
備
不
利

が
生
じ
て
く
る
の
で
は
な
い
か

池
田
町
の
地
方
創
生
に
寄
与
す
る

観
光
事
業
の
推
進
に
つ
い
て観

光
事
業
法
人 

［
Ｄ
Ｍ
Ｏ
］の
設
立
を

検
討
し
て
は
ど
う
か

町　

長
　

こ
の
計
画
は
、
4

年
後
に
迫
っ
た
冠
山
ト
ン
ネ
ル

の
開
通
、
北
陸
新
幹
線
の
敦
賀

開
業
、
中
部
縦
貫
自
動
車
道
の

開
通
と
い
っ
た
町
内
観
光
に
与

え
る
千
載
一
遇
の
好
機
を
地
方

創
生
に
活
か
し
た
い
。
そ
の
た

め
に
は
老
朽
化
し
た
各
施
設
を

時
代
の
要
求
に
合
う
よ
う
に
直

し
た
い
と
い
う
思
い
か
ら
着
手

し
た
。

　

現
時
点
の
計
画
と
し
て
は

フ
ォ
ー
シ
ー
ズ
ン
テ
ラ
ス
、
四

季
の
庭
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
も
の

で
芝
生
の
庭
に
土
地
の
形
状
を

活
か
し
た
デ
ッ
キ
を
立
体
的
に

整
備
し
、
庭
へ
の
出
入
り
口
付

近
に
は
特
産
お
土
産
品
売
り
場

や
、
飲
食
ブ
ー
ス
、
ま
た
デ
ッ

キ
は
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
デ
ッ
キ
、

い
わ
ゆ
る
京
都
で
の
河
床 

（
か

わ
ゆ
か
） 

を
想
像
し
た
も
の
を

設
置
す
る
計
画
と
な
っ
て
い
る
。

　

今
後
、
以
前
に
構
想
、
意
見

を
頂
い
た
委
員
の
方
々
や
、
池

田
屋
評
議
委
員
の
意
見
を
伺
い

な
が
ら
事
業
を
進
め
て
い
く
。

池
田
町
は
今
後
、
交
流
人
口

が
増
え
る
と
期
待
さ
れ
る
。
当

た
り
前
が
あ
る
こ
の
町
に
お
い

て
、
ま
た
訪
れ
た
い
、
触
れ
合

い
た
い
と
感
じ
さ
せ
る
町
づ
く

り
を
こ
れ
か
ら
も
町
と
共
に
進

め
て
い
き
た
い
の
で
、
こ
れ
か

ら
も
お
願
い
し
た
い
。

［
D
M
O
っ
て
何
？
］

　

町
民
も
、
役
場
も
、
観
光

事
業
者
も
、
広
域
的
に
み
ん

な
が
連
携
し
て
観
光
客
を
受

け
入
れ
る
仕
組
み
を
担
う
こ

と
を
目
的
と
し
た
法
人
組
織
。

宇
野
邦
弘
議
員

 

志
津
原

再
開
発
の
測
量
設
計
予
算
の
資

料
で
は
、
能
面
美
術
館
な
ど
が

含
ま
れ
て
い
な
い
が
、
既
存
施

設
を
ど
う
す
る
か
も
含
め
て
多

方
面
か
ら
の
意
見
聴
取
を
行
い

慎
重
に
計
画
を
進
め
る
べ
き
で

は
な
い
か
。

企
画
幹
兼
農
村
政
策
課
長
　

　

今
回
の
計
画
は
最
終
的
な
も

の
で
は
な
く
、
ま
だ
た
た
き
台

の
段
階
。前
期
、後
期
の
整
備
を

検
討
し
て
い
る
。
今
後
は
こ
の

計
画
を
も
と
に
様
々
な
視
点
か

ら
検
討
し
て
行
く
予
定
で
あ
る
。

宇
野
一
正
議
員

  

馬
の
管

理
者
、
冠
荘
の
建
築
場
所
、
銀

杏
並
木
な
ど
、
今
後
解
決
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
課
題
が
あ
る

と
思
う
が
。

企
画
幹
兼
農
村
政
策
課
長
　

　

現
段
階
は
構
想
で
あ
る
。
今

後
検
討
し
て
行
く
。

丸
石
議
員
　

温
泉
3
ケ
所

に
つ
い
て
は
、
新
規
に
掘
る
の

か
、
温
泉
は
沸
か
す
の
か
、
駐

車
場
の
確
保
は
。

企
画
幹
兼
農
村
政
策
課
長
　

　

温
泉
は
既
存
の
源
泉
を
活
用

す
る
方
向
で
あ
る
。
使
用
量
の

面
も
考
慮
し
、加
温
、加
水
は
検

討
す
る
。
駐
車
場
は
設
計
時
に

検
討
す
る
。

松
井
議
員
　

意
見

　

マ
イ
バ
ス
の
拠
点
を
志
津
原

に
移
す
こ
と
は
法
的
に
可
能

か
。
将
来
的
に
は
、
福
井
駅
か

ら
の
お
客
様
を
志
津
原
ま
で
連

れ
て
行
く
こ
と
が
必
要
と
な
る

の
で
は
。

副
町
長
　

運
輸
局
に
届
け

れ
ば
法
的
に
は
可
能
。
新
幹
線

開
通
な
ど
も
視
野
に
入
れ
た
、

観
光
の
二
次
交
通
を
ど
う
す
る

か
と
の
問
題
と
思
う
の
で
今
後

の
課
題
と
し
た
い
。

佐
野
議
員
　

意
見

　

数
年
前
に
町
内
観
光
事
業

に
関
わ
る
事
業
者
を
含
め
た
話

し
合
い
を
実
施
し
て
お
り
、
そ

の
よ
う
な
協
議
を
も
と
に
今
回

の
構
想
が
出
来
上
が
っ
て
い
る

と
思
う
。
冠
山
峠
道
路
開
通
、

北
陸
新
幹
線
延
伸
開
業
ま
で
、

あ
と
3
年
を
切
っ
て
い
る
。
池

田
の
魅
力
を
多
く
の
皆
さ
ん
に

伝
え
る
大
き
な
チ
ャ
ン
ス
で
あ

る
。
そ
の
た
め
に
は
演
出
や
仕

掛
け
も
必
要
で
あ
り
、
個
別
の

儲
か
る
、
儲
か
ら
な
い
、
で
は

な
く
、
町
民
が
力
を
合
わ
せ
る

良
い
き
っ
か
け
と
し
て
ほ
し
い
。

宇
野
邦
弘
議
員

 

森
林
エ

ネ
ル
ギ
ー
を
活
用
す
る
計
画
の

中
で
、
森
林
組
合
で
も
池
田
町

に
チ
ッ
プ
工
場
を
作
る
計
画
が

あ
る
が
、
民
間
団
体
と
の
整
合

性
、
相
談
は
ど
の
よ
う
に
な
っ

て
い
る
の
か
。

副
町
長
　

合
併
協
議
の
話

の
中
で
、
チ
ッ
プ
工
場
を
置
く

と
の
話
は
、
大
野
市
の
バ
イ
オ

マ
ス
発
電
施
設
へ
の
投
入
目
的

と
聞
い
て
い
る
が
、
正
式
な
話

は
聞
い
て
い
な
い
。
町
の
計
画

の
進
捗
に
応
じ
て
、
森
林
組
合

に
ヒ
ア
リ
ン
グ
し
た
い
。

宇
野
一
正
議
員

 

ウ
ッ
ド

ラ
ボ
は
8
月
末
ま
で
に
稼
働
す

る
と
聞
い
て
い
る
が
、
今
後
の

収
支
計
画
は
あ
る
の
か
。

副
町
長
　

今
の
と
こ
ろ
収

支
を
合
わ
す
こ
と
が
目
的
で
は

な
い
。
今
ま
で
に
無
か
っ
た
技

術
を
使
い
池
田
の
杉
を
活
用
す

る
た
め
の
研
究
機
関
と
し
て
見

て
ほ
し
い
。

宇
野
一
正
議
員

 　

意
見

　

公
益
性
を
求
め
る
こ
と
は
、

町
の
負
担
が
大
き
く
な
る
。
収

益
性
も
今
後
の
課
題
と
し
て
い

た
だ
き
た
い
。

宇
野
一
正
議
員

 

ウ
ッ
ド
ラ

ボ
職
員
2
名
と
の
こ
と
だ
が
大

丈
夫
か
。

副
町
長
　

土
日
は
森
づ
く

り
課
職
員
が
シ
フ
ト
に
入
り
対

応
す
る
。

松
井
議
員
　

池
田
町
専
属

の
デ
ザ
イ
ナ
ー
が
必
要
で
は
な

い
か
。

副
町
長
　

福
井
県
出
身
の

大
手
メ
ー
カ
ー
の
木
製
家
具
デ

ザ
イ
ナ
ー
と
の
話
し
を
し
て
い

る
。
専
門
家
と
の
連
携
で
池
田

町
に
と
っ
て
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
財

産
と
し
て
残
し
た
い
。
デ
ザ
イ

ナ
ー
だ
け
で
な
く
各
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
で
い
ろ
ん
な
方
と
タ
イ
ア
ッ

プ
す
る
こ
と
で
、
お
互
い
の
ア
イ

デ
ア
を
出
し
合
い
、
注
文
に
応

え
る
だ
け
の
も
の
作
り
で
は
な

い
、
体
制
の
整
備
を
進
め
た
い
。

岩
崎
議
員

  

木
質
バ
イ
オ
マ

ス
で
の
良
質
チ
ッ
プ
と
は
何
か
。

副
町
長
　

材
質（
広
葉
樹
）

で
は
な
く
、
乾
燥
度
合
い
の
こ

と
を
指
し
て
い
る
。
1
年
間
乾

燥
し
25
％
程
度
ま
で
水
分
を
落

と
し
た
も
の
。

岩
崎
議
員

  

材
質
的
に
は

杉
よ
り
広
葉
樹
の
方
が
よ
い
の

で
は
な
い
か
。

副
町
長
　

池
田
町
の
森
を

持
続
可
能
と
す
る
方
法
と
し

て
、杉
の
木 

（
C
材
・
D
材
） 

を

利
用
し
、地
域
エ
ネ
ル
ギ
ー
、経

済
の
循
環
、山
の
更
新
な
ど
、総

合
的
に
み
て
杉
を
活
用
し
た
い
。

宇
野
一
正
議
員
　

旧
清
水

谷
ト
ン
ネ
ル
を
利
用
し
た
、
白

野
菜
栽
培 （
白
う
ど
、ホ
ワ
イ
ト

ア
ス
パ
ラ
な
ど
） 

は
、も
っ
と
大

き
な
も
の
を
作
れ
な
い
の
か
。

企
画
幹
兼
農
村
政
策
課
長
　

　

本
予
算
は
試
験
栽
培
の
た
め

の
規
模
で
あ
る
。
試
験
栽
培
が

上
手
く
行
け
ば
、
ハ
ウ
ス
を
増

設
し
て
行
く
可
能
性
は
あ
る
。

松
井
議
員
　

意
見

　

中
学
校
3
年
生
、
小
学
校
6

年
生
に
と
っ
て
、
修
学
旅
行
は

学
校
生
活
の
思
い
出
づ
く
り
と

し
て
も
大
事
な
行
事
で
あ
り
、

教
育
委
員
会
と
し
て
も
、
協
力

し
て
ほ
し
い
。

志
津
原
地
区
再
開
発
計
画
の
方
向
性
は

志
津
原
再
開
発
に
つ
い
て

ウ
ッ
ド
ラ
ボ
に
つ
い
て

そ
の
他

ウッドラボ内の木工制作室
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議
会
広
報
特
別
委
員
会

委
員
長　

宇
野　

邦
弘

副
委
員
長　

丸
石　

純
一

委　
　

員　

佐
野　

和
彦

委　
　

員　

宇
野　

一
正

委　
　

員　

松
井　

靖
明

発
行
責
任
者

議　
　

長　

和
田　

義
則

編集後記

コ
ロ
ナ
禍
の
も
と
今
ま
で
の

生
活
も
大
き
く
変
わ
っ
て
き

ま
し
た
。
待
ち
遠
し
い
子
ど

も
た
ち
の
夏
休
み
も
短
く
な

る
な
ど
大
変
な
時
で
す
。

こ
ん
な
時
だ
か
ら
こ
そ
、
少

し
で
も
町
民
の
皆
さ
ん
に
と
っ

て
役
立
つ
議
会
と
し
て
、
様
々

な
立
場
か
ら
発
言
し
て
い
る
内

容
を
少
し
で
も
お
知
ら
せ
で

き
た
ら
と
心
が
け
た
編
集
に

努
め
て
い
る
つ
も
り
で
す
。
7

月
10
日
に
は
町
村
会
議
長
会

主
催
の
広
報
委
員
会
の
研
修

会
に
も
参
加
し
て
き
ま
し
た
。

ぜ
ひ
、
ご
意
見
・
ご
要
望
お

寄
せ
く
だ
さ
い
。（

宇
野
邦
弘
）

6月30日に池田小学校6年生の4名が、社会科の授業 「政治と税金」 の一環と
して、「あそびハウス　こどもと森」 をモデルに、目的、費用、また計画から完
成までの池田町議会の役割について尋ねてこられた時の写真です。
なお、この日6年生の皆さん12名は、池田町議会、役場農村政策課、こども
と森の3グループに分かれて学ばれたそうです。表紙の写真

丸
石
議
員
　

マ
イ
コ
ー
ポ
退
去
後
の
修

繕
費
が
な
ぜ
こ
ん
な
に
高
い
の
か
。（
予
算

額
２
４
６
万
円
）

総
務
財
政
課
長
　

長
年
の
使
用
に
よ

り
ユ
ニ
ッ
ト
バ
ス
な
ど
の
交
換
が
必
要
に

な
っ
た
た
め
。

宇
野
邦
弘
議
員

  

新
型
コ
ロ
ナ
に
よ
り

仕
事
に
就
け
な
い
場
合
の
関
係
で
の
傷
病

手
当
金 

（
国
保
会
計
の
補
正
で
17
万
円
計

上
） 
は
今
後
対
象
者
が
出
た
時
の
備
え
な
の

か
。
コ
ロ
ナ
関
係
で
の
相
談
は
あ
っ
た
か
。

保
健
福
祉
課
長
　

今
後
の
備
え
の
た

め
の
予
算
。
県
内
で
感
染
が
広
が
っ
て
い
る

時
に
は
数
件
相
談
が
あ
っ
た
が
、
症
状
に
関

す
る
相
談
は
今
の
と
こ
ろ
な
い
。

丸
石
議
員
　

コ
ロ
ナ
関
係
の
定
額
給
付

金
は
ま
だ
3
％
が
未
申
請
だ
が
個
別
の
対

応
は
ど
う
し
て
い
る
の
か
。
住
民
票
が
な
く

て
申
請
で
き
な
い
人
は
い
な
い
の
か
。

総
務
財
政
課
長
　
（
6
月
15
日
） 

に
再

度
通
知
し
周
知
し
て
い
る
。
町
内
に
住
民
票

の
な
い
方
は
い
な
い
。

丸
石
議
員
　

子
育
て
支
援
住
宅
は
一
定

期
間
住
ん
だ
後
に
買
取
り
は
可
能
か
。

総
務
財
政
課
長
　

そ
れ
は
で
き
な
い
。

※
3
年
ご
と
の
更
新
に
な
っ
て
お
り
、
末
の

子
ど
も
が
18
歳
ま
で
は
利
用
で
き
る

和
田
議
員
　

Ａ
Ｅ
Ｄ
の
設
置
は
地
域

分
散
を
考
慮
し
て
い
る
の
か
。
各
集
落
へ
の

設
置
は
。
単
価
の
違
い
が
あ
る
が
。

総
務
財
政
課
長
　

今
回
新
た
に
6
台

設
置
す
る
。 （
全
部
で
21
台
に
な
る
） 

町
管

理
の
建
物
で
人
が
集
ま
る
場
所
、
地
域
的
分

散
も
考
え
て
設
置
す
る
。
一
台
は
イ
ベ
ン
ト

等
貸
出
用
に
し
た
い
。
子
ど
も
用
パ
ッ
ト
が

若
干
高
い
た
め
。

飯
田
議
員
　

使
用
し
や
す
い
よ
う
に

町
が
積
極
的
に
Ｐ
Ｒ
し
、
講
習
会
な
ど
を

開
催
し
て
ほ
し
い
。

総
務
財
政
課
長
　

地
域
の
運
動
会
や

お
祭
り
等
の
時
、
町
に
要
望
が
あ
れ
ば
消
防

署
と
連
携
し
講
習
会
を
行
う
こ
と
は
で
き
る
。

和
田
議
員
　

防
災
士
に
つ
い
て
各
集
落

1
名
程
度
の
養
成
を
図
る
こ
と
も
必
要
で

な
い
か
。

総
務
財
政
課
長
　

広
報
誌
で
募
集
し

て
い
る
が
、
防
災
士
が
い
な
い
集
落
に
は
区

長
さ
ん
へ
連
絡
し
て
み
る
。

池田町公共施設AED設置マップ
　池田町役場
※イベント等貸出用
　（役場総務財政課）
　ほっとプラザ
　池田町診療所
　文化交流会館
　こってコテいけだ
　おもちゃハウス・あそびハウス
　池田小学校
　池田中学校
　B&Gプール
※なかよしこども園

※児童館
※ウッドラボ
　幸寿苑
　アドベンチャーボート（夏季）／
　新保スキー場（冬季）
　渓流温泉冠荘
　ツリーピクニックアドベンチャー
　農村de合宿キャンプセンター
　クライミングウォール
※旧水海分校
※わいわいドーム
　わくラボ

※については現在準備中です

総務厚生常任委員会（令和2年6月18日）

委員長	 副委員長
飯田拓見	 宇野一正　
和田義則	 宇野邦弘
松井靖明	 丸石純一疑 答質 応
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